
令和６年度予算の基本方針

電気事業会計

令和６年度予算見積額 1,754,552 千円

令和５年度当初予算額 1,772,010 千円

差 引 増 減 額 △ 17,458 千円

対 前 年 度 比 率 99 ％

工業用水道事業会計

令和６年度予算見積額 353,064 千円

令和５年度当初予算額 340,674 千円

差 引 増 減 額 12,390 千円

対 前 年 度 比 率 103.6 ％

令和６年度公営企業局予算見積総括表

【電気事業会計及び工業用水道事業会計】
　今年度改定する「経営戦略」に基づき、地方公営企業としての経済性を発揮し、環境にやさしいク
リーンな電力と低廉で良質な工業用水の安定供給に努め、産業や地域の振興に貢献します。

【病院事業】
　今年度策定する「第８期経営健全化計画」に基づき、地域で安心して住み続けられる医療提供体制
の整備とそのための病院事業の経営の健全化を図っていきます。

様式１
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病院事業会計

令和６年度予算見積額 19,301,915 千円

令和５年度当初予算額 17,963,096 千円

差 引 増 減 額 1,338,819 千円

対 前 年 度 比 率 107.5 ％

（注）令和６年度予算見積額には、人件費（概算）を含むため、今後変更となります。
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 　 再生可能エネルギーの導入と脱炭素社会への貢献　                          　収益的支出  5,500千円 [R5:0千円]　

  県営の水力発電所を活用し、脱炭素社会に取り組む物部川流域自治体の課題解決に向け、ニーズや手法、実現の可能性等の
　調査を実施します。　
　併せて、令和６年５月で終了する風力発電に代わる、新たな再生可能エネルギー導入の可能性や事業展開についての調査研究
　を実施します。  　 

　  再生可能エネルギー利活用等の推進   　　  　                      　資本的支出　10,000千円 [R5:30,000千円] 　 
　　 
　   地域の貴重な資源である再生可能エネルギーの利活用を推進するため、市町村等が実施する取組を支援します。

１．再生可能エネルギーの利活用等の推進

　　
  　　  送配水管路劣化診断（鏡川工業用水道事業)     　　　　　　　　　　     収益的支出  12,133千円 [R5:0千円]
        

  優先整備区間（筆山配水池出口から配水分岐地点までの約1.5km区間）以外の管路について、劣化診断を実施することにより、
　 耐震化を行う次の整備区間を定めます。

令和６年度　公営企業局の施策のポイント 様式２

※[]は令和５年度当初予算
【電気事業会計】

【工業用水道事業会計】

１．耐震・老朽化対策の推進
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　　　病院施設及び医療機器等の更新・整備　　　　　　　　　　　　　　　資本的支出　537,252千円 [R５:348,273千円]  

　地域の中核病院として質の高い医療の提供を行うため、必要な設備及び医療機器等の計画的な更新・整備に取り組みます。
　　・３次元画像解析システム、大動脈内バルーンポンプの更新（あき）
　　・磁気共鳴画像診断装置、デジタルマンモグラフィーシステム、照明制御設備の更新（幡多）など　　　　　　　　　　　　　　　  
  また、太陽光発電の設置など、脱炭素化に向けた設備の整備について検討します。

２. 設備及び医療機器等の計画的な更新・整備　

　　
    　助産師・薬剤師の確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収益的支出　2,909千円 [R５:0千円]　　　　　　

                                                                                                 　     
　 特に採用が困難となっている助産師及び薬剤師について、就職情報サイトを活用し、採用試験情報を提供するとともに、令和５年度に
　　導入した希望する勤務地を選べる勤務地限定職員制度を更に周知するなどにより、これらの医療人材の確保に努めます。
　 

３. 医療人材の安定確保

　　　建築設備劣化診断及び中長期保全計画策定（幡多けんみん病院）　　　収益的支出　 10,098千円 [R５:0千円]

　幡多けんみん病院は竣工から25年を経過しており、大規模な修繕や設備の更新を必要とする時期を迎えていることから、建築設備の
　劣化診断と中長期の保全計画の策定に取り組みます。

新

【病院事業会計】

１. 建築設備の維持管理

新
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